
 

 

 

 

 

 

 １，２学期号では，教師の援助や環境構成の工夫により，園で子供たちが主体的に遊びを生み出

す姿を通して，小学校において“安心して活動できる弾力的な時間”“思いや願いの実現に向けた主

体的な学習”“伝え合い交流する中での対話的学び”を大切にしたいと考えました。 

３学期号では，上記のことを生かし，幼児期の育ちと学びをつなげるためのスタートカリキュラ

ムを改善するにあたり【安心】と【主体性】をキーワードに，３つの時間（なかよしタイム，大単

元「がっこうだいすき」，振り返り）を設定したことについてお伝えします。 

 

１ ３学期の研修内容 

(１) 園内研修・・・幼小接続期部会（今年度の成果と課題） 

（２） 園外研修・・・「乳児保育における５つの力の育ち」を考える研修会（Zoom）・「育ちと学び

をつなぐ幼保小接続・連携フォーラム」（Zoom）・所属校に入学してくる園児の実態把握・

幼児教育長期派遣研修発表会・乳幼児教育保育シンポジウム（Zoom） 

 

２ 研修を通して 
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安心して活動できる 

弾力的な時間 

思いや願いの実現に 

向けた主体的な学習 

伝え合い交流する 

中での対話的学び 

 

なかよしタイム 
の設定 

大単元「がっこう 
だいすき」の設定 

振り返りの設定 

【なかよしタイムの設定】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

《朝の遊び》 
教室の後ろや生活科ルーム
を活用し，登校して朝の支
度が済んだ子から好きな遊
びを選んで行う。 
 
幼児期に親しんだ遊び（折り
紙・カルタ・こま・空き箱な
どの廃材）を用意する。 
 
※慣れてきたら少しずつ 
時間を短くしていく。 

《みんなとなかよくなりたいな》 
歌ったりゲームをしたり，絵本
の読み聞かせをしたりして，
クラスの友達との交流しなが
ら，楽しく活動する。 
 
グループで伝え合いの活動も
設定する。 
 
※遊びながら教科の学習に 
つながる内容にしていく。 

【週案】 

朝の時間から１時間目
を連続とした時間と
し，生活科と他教科の 
モジュール学習を設定 

 

安心して学校生活を送るために 主体的に自己を発揮するために 

育ちと学びをつなげるスタートカリキュラム 
安心 

その後 

❤自分の好きな遊びを安心して行える場所を作る 
❤友達とのかかわり合いが持てる活動を取り入れる 
❤教師は笑顔で楽しい雰囲気づくりを心がける 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ まとめ 

  これまで私は，入学した１年生は何もわからない存在だと思っており，「手取り足取り教える」

ことが大切だと思っていましたが，園で，子供たちが，工夫しながら生き生きと遊びを生み出し

ている姿を見て，１年生になっても，自分の思いを実現できる場所があれば，やりたいと思った

ことを実現できる力を持っていることに気付きました。そして，やりたいことを選択して，自ら

考え解決しようとすることが主体的な学習だとわかりました。 

  小学校１年生がゼロからのスタートではありません。幼児期に身に付けた力を発揮し，園での

経験を生かすことのできる環境を工夫し，思いや願いを生かした学習を計画する必要があると思

います。そして，教師は教え込むのではなく，子供たちの力を信じて見守り，一緒に考えていく

存在でありたいと思います。これから，１年間の学びを生かしてスタートカリキュラムを実践し

ていきます。 

 〈乳幼児教育支援センターより〉 

 ４月から新１年生が入学します。主体的な学びの基盤となる「～したい」という思いは，安心を感じ

られる環境の中で生まれます。１年生は乳幼児期の教育・保育でたくさんのことを学んでいます。「園・

所ではどうだった？」と子供たちに聞いてみましょう。たくさんのヒントがあるはずです。また，計画

に基づいて実施しますが，子供の様子を見ながら柔軟に変更していくことも大切なポイントです。 

 

 

【大単元「がっこうだいすき」の設定】 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 【振り返りの設定】 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

３次 
「がっこうの 
だいすきを 
つたえよう」 

１次 
「がっこうの 
ことがしり 
たいな」 

２次 
「がっこうの 
びっくりやはてな
をさがそう」 

【週案】 

ねらいが効果的に達成
できるよう，生活科と
他教科の内容を組み合
わせて，合科的な学習
を設定 

園と学校とを 

比べる 
表したい方法で見つけた

ことを表現する 

見つけたことを 

わかりやすく伝える 

主体性 

主体性 

振り返りを積み上
げることで，自分
の思いを伝えたり，
相手の思いに気付
いたりできるよう
になっていった！ 

 

 

☺自分で考え，行動できるように，園での経験を生かせる場を設定する 
☺子供の思いや願いから学習が始まるよう，子供の意識の流れに沿った学
習となるよう計画する 

☺絵や写真などの視覚支援，ＩＣＴの活用，自発的な学びを促すよう 
な学習の足跡の掲示を行う 

☺全職員に大単元設定の意図を説明し，共通理解を図る 
☺教師は，子供のつぶやきを聞き取ったり，活動を見守ったりする 
 

☆次の学習につなげるために，毎日の学習の後に振り返りを行う 
☆疑問や困り感が出た時を逃さず，話合いの場を設定する 
☆友達のよさに気付くことができるよう，“いいとこ見つけ”をする機会をつくる 
☆子供同士で顔がよく見え，話しやすいように，机や椅子の配置を工夫する 
☆教師は，子供の考えた過程を大切にし，次の活動へつながるよう励ましたり，一緒に考えたりする 
 

 

～園での遊びの振り返りの様子～ 


